
榊
原
笠
洲
著
「
大
明
律
例
諺
解
い
、r
、欄御

一
、
序

i
問
題
堤
一
不

i

ζ

の
小
考
は
「
組
内
務
律
的
引
の
研
究
」
の
…
簡
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
有
踏

に
つ
い
て
持
名
、
容
数
等
を
決
定
し
、
…
併
設
の
誤
謬
を
計
疋
し
、
務
設
の
紛
々
を

解
決
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

ま
宇
結
論
を
公
え
ば
、
榊
一
原
常
洲
の
著
は
「
大
明
律
例
叩
ふ
れ
解
い
で
あ
り
、
各
教

は
本
文
一
一
…
十
窓
外
に
日
銀
一
穂
計
三
十
一
審
T
あ
る
。
然
る
比
従
来
と
れ
に
つ
い

て
の
初
戦
が
頗
る
部
々
で
あ
っ
て
定
訟
が
な
い
。
郎
、
新
井
白
石
の
体
認
擦
に
は
、

智
内
成
二
府
命
日
以
撰
コ
大
明
律
詩
解
入
金
集
第
六
、
六
一
一
一
九
頁
)

と
あ
り
、
香
名
は
大
明
律
詩
一
解
で
議
数
は
記
し
て
た
い
。
東
篠
琴
援
の
「
近
代
著

述
目
線
後
編
い
一
榊
原
佐
川
洲
の
現
に
は
、

A
品

明
符
欝
解
…
…
…
十
六
、
同
補
選
十
べ
日
本
古
典
会
集
に
よ
る
〉
と
あ
り
、
明

っ
て
い
る
。
と
れ
ば
恐
ち
く
同
じ
著
者
の
総
に
な
る
先
哲
議
談
誌
編
の
記

と
く
、
問
怖
が
諜
解
一
一
一
十
六
の
誤
杭
で
あ
ろ
う
と
推
定
品
、
。
れ
る
。
何
と
友
れ

に
は
札
付
欝
解
の
著
惑
い
が
崎
な
か
っ
た
と
い
う
事
交
の
外
に
、
古
典
会
築

ム

和
字
解
四
十
二
と
あ
る
べ
き
も
の
を
沼
討
和
宇
解
四
十
二
と
し
、
間
的
じ

楠
を
犯
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
間
じ
著
者
(
諜
議
)
の

管
恭
月
一
侠
命
誌
供
二
明
枠
制
閥
解
一
二
十
六
巻
A

と
あ
り
海
日
本
教
育
史
資
料

S
C閥
横
士
小
停
榊
原
伊

瞥
奉
レ
命
撰
同
一
明
体
欝
解
叫

と
あ
り
、
悲
教
は
略
し
て
あ
る
ο

題
脅
解
績
に
は
、

大

明

特

例

諒

解

…

議

と
あ
り
、

は、

「
明
律
謬

に
つ
い
て
侶
設
も
是
正
す
る

松

下

忠

大
明
枠
例
諺
解
一
一
一
十
一
時

明
律
諜
解
一
ニ
十
六
時

〈一

橋

具

十

冊

と
あ
り
、
大
明
律
例
誤
解
と
明
枠
諜
解
と
を
全
然
別
簡
の

世
漠
皐
者
(
停
記
著
作
)
大
辞
典
に
は
、

犬
明
枠
例
諜
解
三
十
一
容
刊

明
律
詩
解
三
十
六
巻

明
砕
詳
解
捕
泣
十
巻

と
あ
り
、
説
者
と
ほ
官
同
じ
で
あ
る
が
‘
た
Y
一
関
替
の
寄
名
を
閥
的
ハ
に
し
て
い
る
。

以
上
七
つ
の
場
合
を
例
示
し
た
が
、
一
円

J

と
し
て
一
致
し
た
も
の
が
怠
い
の
は
驚

く
べ
き
事
で
あ
り
、
市
も
事
界
は
今
ま
で
こ
れ
を
明
宿
題
し
て
来
た
ο

た
Y
海
弁
虎
夫
氏
は
京
都
法
務
脅
雑
誌
四
巻
間
続
(
明
治
四
一
了
間
@
一
)
花
、
「
問
的

仰
い
一
一
段
テ
」
と
題
し
て
、
明
枠
の
縞
竹
橋
の
沿
革
と
体
木
と
註
割
問
本
等
に
つ
い
て
系

統
的
に
論
じ
て
い
る
が
、
木
邦
人
ノ
手
ニ
ナ
ル
和
解
木
友
る
域
自
の
中
托
、

同

情

律

諜

解

同

補

選

榊

原

箆

洲

撰

大

明

律

一

彰

解

大

成

一

一

一

十

者

向

上

を
翠
げ
て
い
る
。
著
者
は
各
教
の
詑
殺
が
弁
明
い
介
氏
関
し
て
、

た
明
枠
制
字
解
ノ
外
ハ
器
本
ヲ
以
一
ア
博
エ
ラ
ル
。
共
ノ
怨
数
ヲ
明
記
セ
ザ
ル
ハ

吾
人
ノ
披
見
セ
ザ
ル
所
一
一
係
リ
フ
暫
磐
田
一
一
芳
明
テ
刊
誌
p
名
ヲ
掲
が
他
日
ヲ
待
テ
増

訂
セ
ン
ト
ス

と
謬
究
的
に
説
明
し
て
い
る

Q

こ
れ
に
よ
る
と
間
氏
も
「
明
律
器
解
同
情
遣
い
に

つ
い
て
辻
披
見
し
た
と
と
が
ゑ
く
ち
た
ピ
磐
田
門
よ
っ
て
間
録
し
た
陀
と
w
う
ま
る
よ

う
で
あ
る
。
私
が
敢
て
、
と
の
問
問
題
佐
取
上
げ
て
解
決
を
試
み
よ
う
と
す

は
と
え
に
在
る
。

て
い
る
。
む

一(ワ)一



一
一
珍
問
題
の
焦
黙

た
哲
減
殺
後
続
の
記
事
は
次
の
諮
り
で
あ
る
。

ル
以
γ

洲
歳
過
一
一
不
惑
一
好
一
泊
二
文
献
透
考
@
六
典
e

透
紘
一
等
官
官
二
翠
研
一
一
討
座
制
引
之
沿
革

制
度
4

故
知
ニ
切
律
一
尤
立
ハ
所
一
一
緒
究
叩
也
門
家
こ
侯
命
一
撰
ニ
拐
殺
υ

誇
解
三
十
六
各
寸

・
向
吋
レ
長
雨
後
若
ニ
高
源
泉
山
e
物
秘
徳
之
翠
「
議
コ
明
雄
一
一
者
、
往
々
有
実
。
其
議
二
mm

律
壌
政
激
間
引
起
レ
白
日
{
筑
一
洲
日
一
式
。

問
題
は
こ
つ
あ
る
。

第
一
一
は
侯
命
と
は
訟
の
命
か

第
二
は
坊
律
諜
解
三
十
六
容
を
撰
し
た
と
あ
る
が
こ
の
本
は
ど
う
云
う
本
か
。

ま
や
書
名
の
解
明
か
ら
は
入
る
が
、

ζ

れ
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
呉
設
が
誌

だ
し
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
混
乱
す
る
に
五
っ
た
経
過
を
想
定
し
て
、
一
態
整
現

し
て
み
る
必
裂
が
あ
る
。
明
律
諒
解
の
名
は
白
石
よ
り
琴
蓑
に
緩
承
さ
れ
、
琴
廷

が
一
ニ
十
六
巻
と
記
録
し
て
か
ら
後
は
、
後
世
の
勝
一

4

者
は
、
開
切
律
難
解
と
云
え
ば
三

十
六
巻
だ
と
理
解
し
、
書
名
も
容
数
も
震
設
中
乞
経
る
こ
と
ゑ
く
銃
一
茂
一
行
花
詑
録
し

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
何
と
怠
れ
ば
、
白
石
や
琴
裂
が
、
明
律
を
関
字
で
謬

解
し
た
批
刷
物
と
去
ろ
意
味
に
用
い
た
も
の
で
る
る
三
椴
完
す
る
た
ら
ば
お
の
全
ノ
か

ら
別
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
後
の
務
者
の
溌
も
が
考
え
る
よ
う
花
、
間
有
名
認
児
用

い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
友
ら
ば
、
間
約
律
諮
解
ム
な
る
も
の
は
未
だ
守
て
後
見
さ
れ

た
事
を
問
か
友
い
か
ら
で
あ
る
。

ζ

の
事
は
前
惑
の
諮
り
、
浅
井
氏
の
論
文
に
於

て
も
亦
総
務
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。
近
世
渓
製
者
(
俸
一
記
者
一
巡
)
大
事
典
は
大
州
切
符

例
諒
解
一
一
一
十
…
念
刊
と
し
て
い
る
が
、
と
れ
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
の

質
物
も
盤
底
に
示
さ
れ
て
い
訟
い
。
の
み
友
ら
や
と
れ
は
明
作
搾
解
一
ニ
十
六
念
で

友
い
審
判
八
け
は
、
向
者
の
後

K
、
重
ね
て
明
作
一
諮
解
一
一
…
十
六
一
容
と
記
録
さ
れ
て
い

る
と
い
加
つ
ζ

と
に
よ
っ
て
切
か
で
あ
る

d

市
紀
先
賢
列
停
は
、
昭
和
十
二
年
和
歌

山
線
数
寄
舎
に
よ
づ
て
刊
行
さ
れ
た
鋭
利
友
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
詑
よ
る
と
寸
大

明
殺
諮
解
自
策
本
。
諜
伎
に
怒
っ
た
も
の
a
」

と

説

明

し

て

の

て
い
る
へ
開
設
五
十
九
頁
〉

一
冗
談
庚
午
九
月
邸
主
呂
志
奉

命
第
二
律
問
例
諺
解
↓
十
一
月
冬
至
日
起
レ
稿
、
甲
成
五
月
一
柄
成
。

総
三
十
怒
二
連
ニ
呂
録
一
計
一
千
六
百
三
十
四
業
。
十
一
月
五
日
一
結
窓
完

成
、
歩
一
長
至
日
也
。
一
二
十
巻
J
迎
ニ
塁
録
一
一
千
単
一

玄

都

議

印

本
書
の
出
所
は
一
訴
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
は
南
漢
文
庫
薮
i
お
茶
文
煎
一
成
金
山

宮
録

K
出
て
い
る
!
の
も
の
で
あ
る
う
と
芯
う
が
、
遺
憾
な
が
ら
原
物
托
よ
っ
て

校
間
す
る
方
法
が
友
い
。
と
い
う
認
は
、
南
京
一
〈
文
涼
の
磁
諮
問
は
現
在
東
京
大
接
悩

書
館
記
寄
段
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の
本
は
え
山
口
出
ら
ヂ
、
原
郊
に
よ
る
調
夜
を

願
い
出
た
所
、
原
枕
搬
に
於
て
も
亦
涼
線
で
抹
治
さ
れ
て
い
る
と
の
一
惑
で
あ
ハ
/
た
。

恐
ら
く
務
管
の
時
す
で
に
散
逸
紛
失
し
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

と
の
安
物
の
結
介
妃
ょ
っ
宅
問
題
の
解
決
は
一
憶
け
り
が
う
い
た
の
で
あ
る
が
、

ζ

と
で
特
に
指
摘
し
て
置
き
た
い
と
と
は
、
若
布
引
玄
綿
の
識
一
治
犯
よ
る
と
、
品
一
一
一
円
名

は
間
引
か
に
律
例
諺
解
で
あ
る
の
に
も
拘
ら
ー
下
、
南
紀
先
賢
列
停
む
編
答
者
一
は
、
説

明
の
繍

K
「
大
切
符
認
解
」
と
し
っ
枠
例
諺
解
」

Lr
一
回
一
茶
話
托
用
い
て
い
る
貼
で

あ
り
、
と
の
よ
う
な
大
ま
か
た
都
呼
と
そ
前
速
の
よ
う
左
本
書
の
混
飢
を
導
い
た

産
援
の
原
顕
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
問
芽
は
そ
の
次
托
怨
洲
の
著
書

を
列
翠
し
て
い
る
が
、
と
の
こ
っ
!
大
切
枠
例
諺
解
三
十
一
時
e

明
枠
諒
解
三
十

六
冊

i
を
み
一
く
別
の
も
の
と
し
て
荷
設
べ
て
居
る
賠
托
於
て
も
こ
京
一
の
誤
り
を
犯

し
て
い
る
。
近
世
沌
接
点
作
(
簿
記
著
作
)
大
事
典
の
編
者
も
亦
問
殺
で
る
る
。

要
す
る
に
背
題
w
い
つ
い
て
混
乱
を
来
し
た
原
凶
は
、
後
世
の
郎
十

J

…
引
が
白
石
と
琴

奈
の
記
録
を
ぬ
呑
み
に
し
て
ベ
明
枠
諮
得
三
十
六
傘
」
を
畑
一
蹴
す
る
事
が
出
来
や
ノ

「
大
坊
律
例
一
一
時
解
一
一
一
十
一
巻
」
の
外
K
「
間
作
詩
解
一
ニ
十
六
怨
」
が
あ
る
も
の
と

考
え
、
そ
れ
を
交
物
記
よ
ジ
て
考
校
す
る
苓
も
怠
く
、
無
批
判
托
雨
批
判
を
謀
議
、
べ

た
の
に
出
る
。
以
上
比
よ
づ
て
雨
引
い
…
げ
の
関
係
は
一
熔
明
か
に
怠
っ
た
が
、
こ
の
判

該
に
誤
り
の
友
い
事
が
、
今
回
私
が
後
九
し
た
礎
科

i
悲
訂
本
ー
に
よ
っ
て
一
見
広

務
断
と
怠
っ
た
。

一( 8 )ー



一
一
一
、
原
撰
本
と
参
訂
本
の
著
述

と
と
に
原
撰
本
と
椴
栴
し
た
も
の
は
、
南
紀
光
資
列
体
記
掲
載
結
介
さ

解
本
で
、
と
れ
は
税
制
の
識
認
に
よ
っ
て
明
か
怠
溜
り
、
元
総
庚
午
一
一
…
年
(
一
六
九

O
)
九
月
務
命
、
十
…
月
組
稿
、
甲
成
七
年
(
一
六
九
四
)
五
月
股
稿
、
十
一
月
五
自
務

嬉
完
成
の
も
の
で
あ
る
。
元
紘
一
一
一
年
よ
り
七
年
に
か
け
て
は
第
二
代
議
主
党
貞
の

治
世
で
あ
る
か
ら
、
奉
命
と
は
光
貞
公
の
命
で
あ
る
事
は
論
を
倹
た
ね
。
光
貞
公

が
体
脊
を
好
ん
だ
事
は
、
徳
川
十
五
代
史
〈
内
総
恥
史
編
〉
に
、

才
筑
穎
秀
一
一
シ
チ
附
勇
武
ヲ
舟
プ
、
父
ノ
風
ア
w
y

、
ホ
~
律
響
ヲ
好
ミ
、
鵠
留
一
一

命
ジ
ナ
、
明
律
一
ブ
詳
セ
シ
ム
、
紀
州
-
一
法
砕
感
ア
ル
ハ
、
コ
、
広
一
起
レ
リ
、

(
第
六
綿
一
四
七
一
良
〉

と
あ
る
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
り
、
鳥
井
稼
持
に
針
し
て
律
躍
の
研
究
を
命
じ
た

事
(
後
油
)
に
よ
っ
て
も
詮
明
さ
れ
る
。
光
貞
公
の
と
の
律
警
の
好
み
は
左
右
民
近

侍
し
た
儒
官
の
ゆ
二
陽
や
榊
原
法
洲
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
想
録
さ
れ
る
。
(
別
議
総

州
欝
問
律
間
取
の
研
究
参
照
)
と
れ
が
延
い
て
は
議
洲
に
針
す
る
大
明
律
例
諺
解
著
述

の
下
命
と
怒
っ
の
で
あ
る
。

参
訂
本
と
奴
稿
し
た
も
の
は
、
今
回
本
壌
の
蔵
書
中
に
稜
見
し
た
犬
明
律
例
一
諺

解
の
草
稿
原
本
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
本
は
周
縁
一
容
と
本
文
十
四
宅
計
十
五
加
で

本
文
十
五
容
以
下
一
一
一
十
巻
諮
を
快
い
て
い
る
こ
と
は
惜
し
い
桜
み
で
あ
る
が
、
幸

比
し
て
恩
録
が
存
ず
る
の
で
、
そ
の
序
文
に
よ
っ
て
著
誌
の
経
緯
が
判
明
す
る
と

ι

共
託
、
本
文
一
一
一
十
窓
外
民
間
捺
…
袋
計
一
一
一
十
一
巻
よ
り
成
っ
て
い
た
事
も
詮
明
さ

れ
る
。
本
番
の
大
い
さ
は
美
濃
本
、
装
釘
は
椴
績
も
用
紙
は
美
濃
紙
、
続
二
八
糎

積
二

O
糎
、
各
葉
無
枠
罫
練
注
し
で
、
と
れ
が
草
稿
原
本
で
あ
る
事
は
、
笠
物
広

接
す
れ
ば
幾
何
を
挟
む
飴
地
は
な
い
。

設
に
本
書
序
文
の
全
文
を
掲
げ
る
。

大
明
枠
例
…
緩
解
序

法
律
之
群
。
莫
レ
若
叫
…
犬
開
明
律
問
L
犬
。
口
ハ
間
以
一
面
~
文
少
レ
解
。
篠
例
無

Z
註
。
布
一
説

者
悠
々
一
小
レ
館
二
週
経
一
張
。
頃
蔵
榊
原
玄
純
翁
二
之
註
設
刊
凡
一
一
一
十
一
容
。

以戸一州問詩
4

解
。
数
ニ
入
易

L
践
。
名
レ
之
日
一
語
解
4

然
市
的
米
二
股
稿
日
也
。
今
紋

之
一
具
。
北
ハ
子
武
郷
。
及
一
二
週
ν
枠
者
。
相
輿
参
訂
。
聯
成
ニ
其
業
叫
惟
汎

p
h詮

或
レ
爽
。
解
意
不
乙
営
。
故
情
来
日
一
敗
税
霧
ぺ
以
侠
一
一
後
之
考
五
一
部
。
犬
木
関
擬

制
。
康
有
二
成
憲
刊
然
界
レ
之
可
レ
綴
。
議
レ
之
難
レ
決
が
け
。
参
日
一
之
此
批

2
m或
得
二

共
情
一
突
。
此
諺
解
之
所
ニ
以
作
目
也
。

子
時

五
徳
一
一
一
年
冬
十
一
月

こ
れ
に
よ
る
と
榊
原
京
洲
の
諺
解
一
一
一
十
一
各
は
蛍
時
一
践
の
完
成
を
見
た
が
‘
未

だ
枕
摘
と
ま
で
は
五
ら
な
か
っ
た
の
を
、
ん
政
洲
の
長
子
武
州
〔
蛇
段
洲
)
及
び
一
二

律
曜
に
通
じ
た
風
情
者
が
相
輿
托
参
討
し
て
五
徳
一
ニ
年
五
に
完
成
し
、
之
を
情
設
問
し

終
ワ
た
の
が
向
年
冬
十
一
舟
で
あ
る
。
し
か
し
と
れ
で
も
「
引
詮
爽
あ
り
解
窓
蛍

ら
ざ
る
」
を
恐
れ
て
、
未
だ
敢
て
緒
潟
せ
や
ノ
、
以
て
後
の
考

E
を
侠
ヲ
と
い
う
態

度
を
と
っ
た
事
が
分
る
c

然
し
な
が
ら
鳥
井
容
俸
の
家
諮
に
は
、

一
止
徳
三
巴
年
大
切
律
諺
解
校
正
之
御
用
相
勤
候
に
付
御
袈
美
黄
金
一
枚
頂
戴

と
あ
り
、

ζ

の
家
譜
に
よ
れ

J

て
こ
っ
の
事
が
知
ら
れ
る
ο

第
一
は
本
書
の
著
迷
が

藷
主
吉
宗
の
s

背
中
闘
に
叶
ハ
ノ
た
と
云
う
事
で
あ
る
。
さ
て
吉
宗
と
律
事
と
は
潔
か
ら

お
関
係
が
あ
る
。
紀
州
藩
律
的
場
の
開
拓
者
と
も
一
氏
う
べ
き
箆
測
は
、
育
内
一
加
が
濯
、
去

を
闘
い
だ
翌
年
ま
で
活
路
し
て
居
り
、
創
立
後
は
高
槻
勝
一
山
な
る
律
製
者
が
新
た

に
抜
擢
さ
れ
て
儒
官
と
た
づ
た
。
吉
宗
は
と
の
二
人
の
律
墜
者
を
信
任
し
、
二
人

か
ら
律
壌
の
影
響
を
受
け
た
事
が
十
分
に
祭
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
公
の
自
著
紀
州

政
事
箪
や
紀
州
致
事
鏡
托
訟
獄
断
罪
の
事
が
頻
出
し
て
い
る
翠
震
な
ど
そ
の
一
例

で
あ
る
0
(
m
m
議
紀
州
簿
待
感
"
の
研
究
接
照
)
第
二
は
序
文
に
あ
る
「
一
一
一
週
律
者
」

の
一
人
は
鳥
井
春
穣
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
鳥
井
春
樺
は
こ
れ
よ
り
先
藩

主
党
貞
の
命
に
よ
っ
て
李
一
筋
K
O
い
て
律
壌
の
研
究
を
し
た
近
侍
の
陸
で
あ

る
。
そ
の
家
議
民
一
試
う
、

党
総
一
冗
辰
年
正
月
廿
七
日
率
問
も
精
出
楠
勤
侯
に
付
律
之
儀
致
指
南
候
様
に
と

一
間
慨
に
被
仰
付
焼

一( 9 )ー



か
く
し
て
務
主
吉
宗
の
現
解
あ
る
後
段
の
下
に
、

訂
本
の
箸
惑
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
の

武
州
川
や
蒋
揮
左
ど
に
よ
れ
/

四
、
本
準
所
抜
本
と
上
野
図
書
館
所
蔵
本

ハ
ロ
〉
向

〈
附
議
〉

(
ハ
〉
怨
九
・

./¥ 

儲
ょ1.>，:
L_  

円才

縦
舟
ノ
俗
〉

(

二

〉

て
後
に
訂

E
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
態
。
の
も
の
は
、
と
の
間
的
所
は

(
ペ
イ
)
刑
制
俄
喪
(
程
之
一
本
文
二
か

(
ロ
)
死
刑
一
一
幹
絞
軒
長
官
〈
容
之
一
本
文
九
…
梨
装
)

ム

(
ハ
)
一
冗
朝
減
一
ア
(
各
之
九
本
文
一
一
一
六
葉
宴
)

人
品
)
鴨
川
仇
花
後
ハ
忽
之
十
四
本
文
三
葉
宴
)

と
た
っ
て
い
る
。
共
の
他
詳
料
に
例
示
す
れ
ば
、
'

て
系
統
の
五
し
い
Mm
搾
的
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
一

花
諮
り
と
L

で
は
以
上
の
問
例
げ
い
と
い
詠
め
て
お
く
引

庁

ム

弘

事

土

日

五

日

一一J
e

州々

J

一一一一
μ

の
も
の
が
上
野
木
に
止
し

れ
る
が
、
詳
納
は
別
稿

一(10 )ー

(

ロ

(

)
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	0009
	0010
	0011
	0012

